
補
助
の
増
額
、
稲
作
被
害
の
救

農
林
省
に
は
農
業
土
木

流
　
の
復
旧
は
確
実
だ
が
、
し

か
し
本
省
と
し
て
は
か
け
替
え

に
永
久
橋
と
し
て
復
旧
を
考
え

て
い
る
の
で
、
市
の
財
政
の
都

合
等
も
あ
り
具
体
的
な
こ
と
は

市
長
に
報
告
し
て
置
い
た
か
ら

そ
の
後
の
交
渉
は
市
長
が
行
う

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

更
に
、
谷
川
町
か
ら
福
島
町

に
わ
た
る
護
岸
、
築
堤
、
大
淀

川
北
岸
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
の

カ
サ
上
げ
と
高
松
橋
か
ら
下
北

に
い
た
る
堤
防
の
補
強
工
作
、

福
島
町
の
樋
門
の
増
設
、
大
塚

町
の
内
堤
防
の
補
強
、
八
重
川

河
口
の
護
岸
工
事
未
完
成
、
こ

れ
等
は
建
設
省
治
水
課
に
陳
情

し
た
が
、
大
淀
川
河
川
改
修
計

画
変
更
と
い
う
問
題
も
あ
る
か

ら
、
九
建
と
さ
ら
に
折
衝
が
必

要
と
な
つ
て
来
る
。
従
つ
て
尚

相
当
の
努
力
が
必
要
だ
と
思
う

高
松
橋
と
小
戸
橋

に
行
つ
て
極
力
折
衝
し
た
が
、

本
省
で
も
災
害
は
宮
崎
が
中
心

で
あ
つ
た
事
を
よ
く
認
識
し
て

貰
つ
て
い
た
で
の
折
衝
は
好
都

合
で
あ
つ
た
。

先
づ
建
設
省
防
災
課

台
風
災

書
復
旧
対
策
陳
情
の

た
め
上
京
中
で
あ
つ
た
市
議
会

副
議
長
日
高
安
雄

、
土

木
委
員

吉
政
男
、
産
業
委
員
長
金

丸
重
平

、
文
教
更
生
委
員
長
大

野
繁
義
の
四
氏
は
中
央
の
各
省

を
訪
問

し
盛
沢
山
な
陳
情
を
行

つ
て
四
日
帰
任
し
た
が
、
日
高

副
議
長

は
陳
情

の
模
様
を
次
の

通
り
語

る

災
害
は
宮
崎

が
中
心
を
よ
く
認
識

中
央
へ
活
溌
な
陳
情

大
淀
川
の
河
口

は
、

今
回
の
よ
う
な
一
、
○
○
○
ミ

島
の
漁
港

、
大
淀
川

の
固

定
に

つ
い
て
陳
情
し
た
が
野
島
の
漁

港
な

ら
び
に

高
潮

に
よ
る

被
害

の
復
旧
は
十
月
二
十
二
、
三

日

頃
係
官

が
出

張
し
て
つ
ぶ

さ
に

視
察
の
上
善
処
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。 な

お
運
輸
省
に
は
、
野

済
と
し
て
、
つ
な
ぎ
資
金
の
策

融
資
、
営
農
資
金
の
長
期
貸
付

等
に
つ
い
て
陳
情
し
た
が
、
今

度
の
災
害
は
農
林
省
も
そ
の
被

害
の
程
度
を
よ
く
認
識
し
て
貰

つ
て
い
た
の
で
好
都
合
で
あ
っ

た
。

リ
を
越
す
雨
量

に
対
す
る
対
策

と
し
て
大
淀
川
橘
橋
下
流
の
岩
磐

を
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
掘
り
取

つ
て
、
大
淀
川
河
口
の
固
定
に

つ
い
て
努
力
し
て
貰
う
よ
う
要

請
し
て

お
い

た
。

ま
た
自
治
庁
、
大
蔵
省
に
対

し
て
も
今
回

の
被
害
の
緊

急
復

旧
資
金
の
継
資
金
と
本
格
的
復

旧
の
起
債
の
ワ
ク
の
拡

大
に
つ

い
て
は
極
力

お
願

い
し
て
お
い

た
。
そ

の
具
体
的
な
工

事
に
っ

い
て
は
市
長

が
更

に
交
渉

す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
更
に
ま

た
商
工
中
金
、
農
林
中
金
等
に

も
資
金
の
ワ
ク
拡
大
に
つ
い
て

懇

請
し
た
。

道
路
を
愛
護
し
よ
う

八
日
か
ら
道
路
愛
護
週
間

道
路
は
い
た
る
と
こ
ろ
交
通

量
の
増
加
に
加
え
て
、
台
風
や

荒
天
が
つ
づ
い
た
た
め
た
い
へ

ん
、
い
た
ん
で
お
り
交
通
の
出

来
に
く
い
な
い
と
こ
ろ
な
ど
も

相
当
に
あ
り
、
交
通
の
不
便
や

困
難
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
産

業
経
済
の
上
に
悪
い
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
る
の
で
県
で
は
現

在
の
苦
し
い
財
政
で
は
と
て
も

完
全
な
維
持
が
出
来
な
い
し
、

沿
道
住
民
そ
の
他
団
体
の
協
力

を
は
か
る
目
的
で
八
日
か
ら
十

四
日
ま
で
秋
期
道
路
愛
護
作
業

習
慣
を
展
開
次
の
こ
と
が
行
わ

れ
る
。

①
溝
側
の
し
ゆ
ん
せ
つ
を
最

も
重
点
的
作
業
と
し
て
、

そ
の
他
排
水
路
の
整
理
を

行
う
こ
と

い
ま
ま
で
県
産
業

奨
励

余
館
内

で
執
務
中
で
あ
つ
た
博
覧
会
事

務
局
で
は
、
い
よ
い
よ
開
会
も

ま
ぢ
か
に
迫
り
ま
た
同
会
場
の

事
務
所
亀
出
来
あ
が
つ
た
の
で

九
月
二
十
九
日
か
ら
事
務
局
は

現
場
に
引
越
し
執
務
を
行
つ
て

い
る
が
当
分
の
間
各
工
事
事
務

連
絡
の
便
を
は
か
る
た
め
博
覧

会
場
連
絡
バ
ス
の
運
行
を
次
の

通
り
行
つ
て
い
る

博
覽
会
場
連
絡

バ
ス
を
運
行

②
道
路
面
の
整
備
と
ザ
リ
お

よ
び
ネ
ン
ド
の
採
取
を
行

う
こ
と

③
輸
送
関
係
者
団
体
に
お
い

て
は
ジ
ヤ
リ
そ
の
他
必
要

材
料
の
運
搬
を
行
う
こ
と

全
県
民
待
望
の
う
ち
に
十
月

十
五
日
か
ら
開
場
予

定
の
宮
崎

博
も
い
よ
い
よ
あ
と
旬
日
に
せ

ま
り
会
場
諸
施
設
心
大
が
か
ゝ

り
で
突

か
ん
工

事
が
行
わ
れ
て

い
る

が
宣
伝
も
さ
ら
に
追

込
み

戦
に
い
り
、
九
月
二

十
二

日
金

沢
を
出
発
し
た
宮
崎
博
宣
伝
の

宮
交
キ
ヤ
ラ
バ
ン
隊
一
行
も
各

都
市
で

た
い
へ
ん
な
入
気

を
拍

し
な
が
ら
出
発
以
来
十
三
日
目

に
非
常
な
宣
伝
効
果
を
あ
げ
て

宮
崎
に
帰
つ
て
来
た
。

県
庁
前
広
場
に
勢
揃
い
し
た

宣
伝
隊
の
一
行
は
博
覧
会
総
裁

田
中
知
事
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
、
ミ
ス
宮
崎
博
か
ら
の
花
束

記
念
品
な
ど
の
贈
り
も
の
に
こ

た
え
て
牧
団
長
か
ら
感
謝
の
あ

い
さ
つ
が
あ
つ
た
（
写
眞
は
県

庁
前
で
踊
る
宮
崎
宣
伝
隊
）

宣
傳
隊
も
各
地
で
好
評

宮
崎
博
の
開
場
も
間
近

尚
殺
そ
剤
の
必
要
な
方
は
無
料
交
付
致
し

ま
す
の
で
印
鑑
持
参
の
上
市
衛
生
課
へ
御

越
し
下
さ
い
。

十
月
は
全
国
環
境
衛
生
運
動
月
間
で
あ
り

ま
す
。
明
る
い
住
み
良
い
家
庭
を
作
る
た
め

建
物
内
外
の
清
掃
及
家
庭
下
水
の
浚
渫
、
ね

ず
み
、
蚊
、
は
え
の
駆
除
及
発
生
場
所
の
除

去
等
に
心
掛
け
一
日
も
早
く
清
潔
な
環
境
に

致
し
ま
せ
う
。

産
業
奨
励
館
発
　
　

八
、
三
〇

市
役
所
発
　
　
　
　

八
、
四
〇

会

場

着
　
　
　
　
　
九
、
〇
〇

市
役
所
発
　
　
　

二
〇

、
三
〇

奨
励
館
発
　
　
　

一
〇

、
四
〇

会

場

着
　
　
　
　
一
一

、
〇
〇

奨
励

館
発
　
　
　

一

四
、
〇
〇

市

役
所
発
　
　
　

一
四
、
一
〇

会

場

着
　
　
　
　
一
四
、
三
〇

市

役
所
発
　
　
　

一

五
、
〇
〇

奨
励
館
発
　
　
　

一
五
、
一
〇

会
場
着
　
　
　
　
一
五
、
三
〇

博
覧

会
場
発
　
　

一
〇

、
三
〇

″
　
　
　
　
　
　

一
二
、
〇
〇

″
　
　
　
　
　
　

一
七
、
三
〇

十
月
七
日江
佐
原
区
長
宅

松

崎

市

住

西
山
崎
精
米
所

岩

切

区

長

宅

国

富

小

学

校

十
月
八
日赤

江

農

協

赤

江

支

所

恒

久
小

学

校

十
月
十
一
日
大
田

保
育

所

大
淀

小

学

校

大
塚
保
育
所

十
月
十
二
日
古
城

小

学

校

横

町

精

米

所

下

古
城

詰

所

時

雨

神

社

市
の
衛
生
課
で
は
七
日

か
ら

次
の
場

所
で
百
日

セ
キ
の
予

防

接
俚
を
次
の
日
割
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た

、
か
わ
い
い

お

子

さ
ん
を
苦

し
い
百
日

セ
キ
か

ら
守
る
た
め
に

ぜ
ひ
予

防
接
種

を
受

け
さ
せ
ま
し
よ

う
。

愛
兒
を
病
苦
か
ら
守
ろ
う

百
日
セ
キ
の
予
防
接
種

十
月
十
三

日

宮

崎

小

学

校

小

戸

小

学

校

末
広
町
立
正

寺

鶴
之
島
牛
馬
セ
リ
市

十
月
十
四

日

和
知
川
原
公

民
館

東
　
中
　
学
　
校

盲
　
　

学
　
　

校

旧

大

宮

支

所

十
月
十
五

日

阿
波
岐
ヶ
原
公
民
館

新
別

府
町
（
齊
藤

商

店
）

西
中
公
民
館

十
月
十
八
日
一
ノ
宮
（

日
高
商
店
）

ガ
ニ
町
（
日
高
商
店
）

今

村
（
戸
高
商

店
）

十
月
十

九
日

中
　
原
　
住
　
宅

潮

見

小

学

校

大

町

八

幡

神
社

十
月
二

十
日

権
現
町
住
宅
入
口

東
大
島
保
育
所

大
　

島
　

神
　

社

失
業
保
險
料
の

納
付
強
調
期
間

十
月
二

十
一
日

村
角
保
育
所

山

崎

公

民

館

花
ヶ

島

公

民

館

十
月
二
十
二
日

下

北
方
町
保
育
所

池

内

公

民

館

南
方
町
世
話
人
宅

十
月
二
十
五
日

女

子

中

学

校

伝
　

染
　

病
　
院

職

業

保

導

所

十
月

二
十

六
日

消
　

防
　

会
　

館

市
　
衞
　
生
　
課

十
月
か
ら
年

禾
ま
で
の
三
ヶ

月
間
を
失
業
保
険
料
の
完

全
納

付
強
調
期
間
と
し
で
、
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
収
納
の
推
進
運
動

が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
下

の
失
業
保
険
適
用
事
業
所
は
二

九
一
六
ヶ
所
で
そ
の
被
保
険
者

数

は
六
〇
一

九
九
人

に
の

ぼ
り

今

年
度
の
保
険
料

は
六
五
〇

五

万
円

で
七
一

六
万
円

が
滞
納
と

な
つ
て
い
ま
す
。

職
場
を
明
る
く
、
し
か
も
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
保
険
料
の
完
全
納
入
を
実

行
致
し
ま
し
よ
う
。

奥
さ
ま
メ
モ

秋
の
香
り
の
野
菜
料
理

◎
の
つ
べ
い
汁

材
料
　
大
根
、
人
参
、
さ
と

い
も
、
適
宜
こ
ん
に
や
く

一
枚
、
椎
茸
若
干
、
だ
し

汁
四
合
片
栗
粉
少
々

つ
く
り
方
　
大
根
ば
皮
を
む

い
て
十
文
字
に
庖
丁
を
入

れ
小
口
か
ら
薄
切
り
と
し

人
参
も
同
様
に
二
つ
割
に

し
て
小
口
よ
り
切
り
さ
と

四
、

ヤ
イ

ヤ
霧

島大

雪
ぢ
や

が
い

大
根
千
切
手
が
痛
や

お
れ
も
来
年
はす
ぐ
人
の
親

き
つ
や
辛
や
と
云
ち
やお
れ
ん

（
ハ
ヤ
シ
）

市
制
三
十
周
年
記
念
日
向
新

民
謡
の
「
い
も
が
ら
ぼ
く
と
」

の
レ
コ
ー
ド
は
ビ
ク
タ
ー
会
社

に
依
頼
中
で
あ
り
ま
し
た
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
い
よ
い
よ
五

日
か
ら
発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
郷
土
の
美
し
い
民

情
と
観
光
の
宮
崎
を
宣
伝
す
る

た
め
に
、
郷
土
の
新
民
謡
を
愛

唱
致
し
ま
し
よ
う
。

い
も
が
ら
ぼ
く
と

一
、
腰
の
痛
さ
よ
山
畑
開
き

春
は
霞
の
日
の
永
さ

焼
酎
五
号
の
寝
酒
の
酌
に

お
れ
も
嫁
女
が
欲
し

ゆ
な
つ
た

（
ハ
ヤ
シ
）

貰
た
も
ろ
た
よ
い
も
が

ら
ぼ
く
と
日
向
か
ぼ
ち

い
も
が
ら
ぼ
く
と

3
0週
年
記
念
新
民
謠

や
の
よ
か
嫁
女

ジ
ヤ
ガ
シ
ヤ
ガ
マ
コ
チ

エ
レ
コ
ツ
チ
ヤ

二
、
鞍
に
菜
の
花
ヒ
ヤ
ラ

ヒ
ヤ
ラ
ヒ
ヤ
ツ
と

七
つ
浦
か
ら
赤
毛
布

可
愛
嫁
女
は
シ
ヤ

ン
シ
ヤ
ン
馬
よ

今
年
し
や
田
植
も

ふ
た
り
連
れ

（
ハ
ヤ
シ
）

三
、
種
子
は
万
倍
と
り

い
れ
日
和

ま
こ
ち
め
で
た
や

出
来
秋
の

飲
み
に
ご
ざ
れ
や

祝
い
の
酒
を

嬶
も
珍
ら
し
ゆ
長
着
物

（
ハ
オ
シ
）

觀
光
写
真
募
集

一
、
募
集
範
囲
　
宮
崎
市
内
の
観
光
に
関
す
る
一
般
写
真

（
風
景
、
行
事
、
風
俗
そ
の
他
）

二
、
締
切
　
　
　
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
日

三
、
発
表
　
　
　
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
中
旬

四
、
展
覧
会
場
　
橘
デ
パ
ー
ト
四
階
ホ
ー
ル

五
、
掃
賞
　
　
　
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
中
旬

控
選
一
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
副
賞
金
壱
万
円

朝
日
新
聞
西
部
本
社
賞

特
選
二
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
副
賞
金
五
千
円

入
選
五
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
副
賞
金
弐
千
円

朝
日
新
聞
西
部
本
社
賞

佳
作
二
十
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
副
賞
金
五
百
円

六
、
主
催
　
　
　
宮
崎
市

七
、
後
援
　
　
　
朝
日
新
聞
西
部
本
社
、
宮
崎
県
観
光
協

会
、
宮
崎
市
観
光
協
会
、
全
日
本
写
真
連
盟
西
部
本

部
、
宮
崎
交
通
株
式
会
社

八
、
協
賛
　
　
　
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
、
小
西

六
写
真
工
業
株
式
会
社
、
宮
崎
県
写
真
材
料
商
組
合

最
近
文
化
生
活
を
営
む
傾
向

と
し
て
石
油
コ
ン
ロ
の
使
用
が

増
加
し
て
き
ま
し
た
コ
ン
ロ
が

の
位
置
や
不
馴
れ
か
ら
往
々
火

災
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
次
の
点
に
御
注
意
下

さ
い
。

一
燃
え
に
く
い
も
の
で
作
つ
た

台
の
上
か
土
間
に
置
く
こ
と

二
側
壁
や
側
板
か
ら
少
く
と
も

二
尺
以
上
は
な
し
て
お
き
燃

え
や
す

い
も
の
を
附
近

に
お

か
な

い
こ

と

三
燃

料
と

す
る
石
油

は
火
気
か

ら
遠
く
は
な
れ
た
所
に

お
き

常
に
清
掃
し
て
附
近
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
ぬ
こ
と

四
コ

ン
ロ
の
近
く
に
は
常
に
砂

を
入
れ
た
箱
を
必
ず
用
意
し

て
お
く
こ
と

五
煮
こ
ぼ
す
こ
と
は
危
険
で
す

か
ら
よ
く
注
意
す
る
こ
と

御

注

意

下

さ

い

石
油
「
コ
ン
ロ
」
に

つ

く
り
方
　

大
根
は
五
○

セ

一
枚
片
栗
粉
ご
ま
油

材
料
大
根
中
太
一
本
大
根
七

葉
、
油
揚

◎
大
根
の
友
葉
煮

い
も
も
皮
を
む
い
て
小
口

か
ら
切
り
薄
切
に
し
こ
ん

に
や
く
も
薄
切
り
と
し
て

ゆ
で
椎
茸
五
ヶ
ほ
ど
は
水

に
ひ
た
し
て
軟
ら
か
く
も

ど
し
薄
切
に
し
ま
す
。

鍋
に
だ
し
汁
五
合
を
煮
立

て
人
参
、
椎
茸
を
入
れ
て

軟
ら
か
く
な
つ
た
な
ら
さ

と
い
も
、
こ
ん
に
や
く
を

入
れ
醤
油
三
、
四
勺
で
味

を
つ
け
て
水
溶
き
の
片
栗

粉
で
ど
ろ
り
と
さ
せ
て
供

し
ま
す

ン
チ
の
厚
さ
に
切
り
薄
く
皮
を

む
き
鍋
に
だ
し
汁
二
合
を
入
れ

て
大
根
を
や
わ
ら
か
く
煮
砂
糖

茶
匙
一
杯
、
塩
茶
さ
じ
一
杯
、

醤
油
一
勺
で
味
を
つ
け
し
ば
ら

く
煮
て
味
を
含
ま
せ
ま
す
。

大
根
の
葉
ば
よ
く
洗
い
小
口
か

ら
細
か
く
き
ざ
み
油
揚
一
枚
は

継
に
二
ツ
に
渡
し
小
口
か
ら
細

か
く
切
り
ま
す
。

鍋
に
ご
ま
油
少
々
を
入
れ
て
大

根
の
葉
を
炒
め
大
根
の
煮
た
中

へ
油
揚
と
勉
に
加
へ
て
ま
た
少

々
煮
ま
す
十
五
分
も
し
た
ら
出

来
上
り
で
す
。
そ
れ
を
器
に
盛

り
煮
汁
に
片
栗
粉
の
水
溶
き
を

少
々
加
へ
て
と
ろ
り
と
さ
せ
て

上
か
ら
か
け
て
供
し
ま
す
。

ま
こ
と
に
栄
養
豊
富
な
お
惣
菜

で
す
。
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全
国

に
唯
一
つ
の
運
輸
省
航

空
大
学

校
と
し
て
宮
崎
市

赤
江

飛
行
場
に
建
築
中
で
あ
つ
た
同

大
学

が
十
月
一
日

か
ら
開
校

さ

れ
ま
し
た

。

同
開
校
式

は
午
前
十
時
か
ら

同

校
舎
前
広
場
で
運
輸
大
臣
代

理
や
海
上

保
安
長
官
を
は
じ
め

運

輸
省
航
空
局
日
航
な

ど
航
空

関
係
者
多
数

が
参
列
し
て
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
引
続
き

入
校
式
に
う
つ
り
本
科
生
十
名

専
修
科
生
八
名
が
初
の
航
空
大

学
生
と
し
て
正

式
に
入
学
武
石

初
代
校
長
の
告
詞
来
賓
の
祝
祠

が
あ
つ
た
後
同
校
練
習
機
お
う

よ
ど
の
祝
賀
高
等
飛
行
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

同

校
は
本
科
（
二
年
）
と
専

修
科
（
四
ヶ
月
）
　

航
法
科

（

六
ヶ
月
）
は
羽
田
分

教
場

に
す
で
に
九
月
十
日
に
入

校

し
て

い
る
。

教
授
陣
は
武
石
喜
三
校
長

。

国
枝
実
教
頭
な
ど
を
は
じ

め

講
師
十
五
名
（
う
ち
五
名
専

任
）
操
縦
教
官

（
専
任
）
教

科
書
は
別
に
定
め
た
も
の
は

市
の
上
空
に
か
が
や
く
銀
翼

全
國
に
唯
一
つ
の

航
空
大
学
の
開
校

な

く
、
ア

メ
リ

カ
の
本
や
參

考

書
が
中
心
で
無
線
操
縦

法

夜
間
盲
目
離
着
陸
、
電
波
を

利
用
し
た
定
期
航
空
法
な
ど

最
新
の
飛
行
技
術
を
学
び
、

日
本
の
航
空
界
を
背
負
つ
て

立
つ
若
ヒ
ナ
達
が
養
成
さ
れ

る
わ
け
で
す

練
習
機
は
ピ
ー
チ
ク
ラ
フ

ト
双
発

機
及

川
崎

Ｋ

Ａ

Ｔ

機
お
う
よ
ど
の
二
機
で
あ
る

が
、
明

年
度
に
は
Ｋ
Ａ
Ｔ
機

二
機
が
入
る
計
画
、
こ
の
ほ

か
設
備
は
地
上
練
習
機
を
は

じ
め
五
階
建
の
管
制
塔
、
純

国

産
の
無

線
連
絡
装
置
（

ホ

ー
マ
ー
ビ
ー
コ
ン
）
霧
の
濃

淡
で
光
度

が
変
る
五
段
切
替

夜
間
照
明
装
置
な
ど
そ
ろ
つ

て
お
り

。
特

に
夜
間
照
明
装

置
、
は
羽
田
飛
行
場
の
も
の

よ

り
優
秀
の
折
紙
つ

き
の

も

の
で
同

校
自
慢
の
一
つ
で
あ

り
ま
す

な

お
建
設
中
の
格
納
庫
（
幅

二

十
一
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
十

四

メ
ー
ト
ル
）

は
今
月
中
に

完
成
の
予

定
で
す

開
場
も
い
よ
い
よ
一
週
間
後

に
迫
つ
た
、
宮
崎
博
の
開
場
の

工
事
も
予
定
通
り
に
進
み
、
現

在
で
は
昼
夜
兼
行
で
約
五
百
名

に
よ
つ
て
変
貫
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
す
で
に
各
館
の
建

築
も
一
応
終
り
、
内
部
の
装
飾

は
一
流
の
装
飾
師
約
百
名
で
作

業
も
十
日
前
後
に
は
完
成
の
見

込
み
で
す
又
全
国
か
ら
集
ま
る

総
出
品
物
は
約
八
百
ト
ン
を
突

破
す
る
と
い
わ
れ
現
在
す
で
に

三
百
ト
ン
を
オ
ー
バ
し
て
十
一

日
か
ら
会
場
内
に
も
ち
こ
ま
れ

陳
列
の
予
定
、
一
方
場
内
に
は

ソ
テ
ツ
五
百
本
シ
ユ
ロ
三
百
本

の
植
込
み
も
終
り
、
中
央
島

宮
崎
博
準
備
も

最
後
の
追
込
み

中
の
ロ
マ
ン
ス
ウ
エ
イ
ブ
、
ビ

ツ
ク
リ
、
ハ
ウ
ス
、
ス
ベ
リ
台

ベ
ビ
ー
飛
行
機

な
ど
子
供
遊

園

地
そ
の
他
予
定
通
り
に
完
成
十

四
日
開
場
式
、
十
五
日
か
ら
は

一
般
に
開
場
致
し
ま
す
。
市
内

高
千
穂
通
り
ロ
ー
タ
リ
ー
、
大

淀
三
角
茶
屋
の
テ
ー
マ
塔
も
一

両
日
に
完
成
致
し
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国

一
せ
い
に
「
赤
い
羽
根
国
民
た

こ
の
募
金
運
動
は
国
民
お
互
が
、
温
い

手
を
さ
し
の
べ
あ
つ
て
世
の
中
を

明
る
く
、
す
べ
て
の
人
が
幸
福
な
生

活
を
楽
し
み
、
分
ち
あ
う
為
の
も
の

で
す
。

赤

い
羽

根

の

募

金

運
動
に
協
力
し
ま
せ
う

仂
く
年
少
者
の
保
護
運
動

働
く
年
少
者
の
保
護
運
動
は

す
で
に
過
去
七
回
に
わ
た
つ
て

婦
人
少
年
室
が
中
心
と
な
つ
て

実
施
さ
れ
毎
年
成
果
を
あ
げ
て

い
る
が
、
本
年
は
特
に
厳
し
い

経
済
情
勢
に
あ
る
の
で
年
少
者

の
保
護
推
進
は
一
段
と
強
く
望

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
将
来
日

本
の
産
業
の
中
堅
と
な
る
働
く

年
少
者
が
喜
び
を
も
つ
て
労
働

に
縦
事
し
明
る
く
力
強
く
成
長

す
る
こ
と
は
、
労
働
生
産
性
の

向
上
を
促
し
、
わ
が
国
経
済
再

建
の
基
礎
と
も
な
る
の
で
、
労

働
省
で
は
本
年
度
実
施
要
綱
を

次
の
通
り
決
定
し
来
る
十
月
二

十
五
日
か
ら
十
一
月
八
日
ま
で

「
第
八
回
働
く
年
少
者
の
保
護

運
動
一
を
展
開
す
る
こ
と
と
な

つ
た
の
で
、
宮
崎
婦
人
才
年
室

お
よ
び
宮
崎
労
基
局
で
は
各
方

面
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
、

よ
り
一
層
の
成
果
が
あ
が
る
よ

う
望
ん
で
い
る
。

第
八
回
働
く
年
少
者
の
保

護
運
動
実
施
要
綱

一
、
目
標

「
働
く
年
少
者
は
働
く
こ
と

に
喜
び
を
も
つ
」

こ
の
目
標
に
そ
つ
て
次
の
事

項
の
実
現
を
は
か
る
。

イ
、
明
る
い
職
場
環
境
と
作

業
条
件

ロ
、
正
し
い
配
置
と
教
育
訓

練ハ
、
楽
し
い
職
場
雰
囲
気

二
、
期
間

昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
五

日
か
ら
十
一
月
八
日
ま
で

三
、
賛
助

関
係
各
省
庁
　
中
央
青
少
年

問
題
協
議
会
　
各
報
道
機
関

経
営
者
団
体
　
労
働
団
体

そ
の
他
関
係
団
体

四
、
実
施
事
項

１
中
央
大
会
「
働
く
年
少
者

の
つ
ど
い
」

本
運
動
に
つ
き
一
般
の
関

心
を
た
か
め
働
く
年
少
者

を
慰
安
激
励
す
る
。

開
催
地
、
神
奈
川
、
群
馬

山
口
２
年
少
労
働
者
保
護
講
座

使
用
者
を
対
象
と
し
て
運

動
の
目
標
に
も
と
づ
き
学

識
経
験
者
の
講
座
を
開
催

す
る
。

開
催
地
、
東
京
、
大
阪
、

兵
庫
３
年
少
働
労
者
保
護
座
談
会

（
各
地
）

事
業
主
、
労
働
組
合
、
技

能
者
養
成
そ
の
他
年
少
労

働
者
の
教
育
関
係
者
、
関

係
各
官
公
庁
係
官
等
の
会

合
の
開
催

４
働
く
年
少
者
の
一
日
講
習

会運
動
目
標
に
も
と
づ
く
も

の５
働
く
年
少
者
の
つ
ど
い

運
動
目
標
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
ま
た
は
懇
談
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン

６
働
く
少
年
少
女
の
作
文
募

集
（
八
月
）
の
入
選
者
発
表

７
啓
発
宣
伝
資
料
の
配
付
活

用
及
び
各
機
関
の
協
力
を

得
て
行
う
啓
発
宣
伝
活
動

８
各
機
関
の
協
力
を
得
て
行

う
啓
発
宣
伝
活
動

新
聞
、
機
関
紙
、
ラ
ジ
オ

ニ
ユ
ー
ス
カ
ー
、
駅
構
内

放
送
、
掲
示
等

五
、
事
業
場
、
労
働
組
合
等
の

自
主
的
行
事

１
運
動
目
標
に
即
し
た
各
種

の
行
事
の
開
催

２
働
く
年
少
者
の
慰
安
厚
生

を
目
的
と
す
る
企
画
の
実

施
、
行
事
の
開
催

明
る
い
職
場
環
境
を
つ
く
り
ま
し
よ
う

通
常
の
投
票
の
方
法
、
選
挙

は
直
接
選
挙

の
原
則

に
基
い
て

投
票
に
よ
つ
て
行
わ
れ
、
各
選

挙
に
つ
い
て
各
人
が
平
等
に
一

票
を
投
ず
る
建
前
で
す
。
た
ゞ

参
議
院
議
員
の
選
挙
に
に
つ
い

で
は
、
全
国
選
出
議
員

の
選

挙

と
地
方
選
出
議
員
の
選
挙
は
谷

々
別
個

の
選
挙
で
あ
る
の
で
、

そ
の
各
々
に
つ
い
て
一
人
一
票

と
い
う
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
選
挙
権

を
行
使
す
る
に

あ
た
つ
て
は
、
形
式
的
に
は
有

効
な
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
実
質

的
に
は
選
挙
の
当
日
選
挙
権
を

持
っ
で
お
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
者

、
名

簿
登
録
の
要
件
を
そ
な
え
て
い

な
い
の
に
拘
ら
ず
名
簿
に
誤
載

さ
れ
た
者
、
地
方
選
挙
の
場
合

に
は
住
所
を
移
転
し

た
者
の
よ

選
挙
の
知
識

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

御
承
知
の
よ
う
に
こ
の
運
動

は
、
寄
る
べ
の
な
い
母
子
、
孤

児
、
浮
浪
児
、
病
人
、
老
人
等

気
の
毒
な
人
々
を
国
民
全
体
で

た
す
け
あ
い
、
明
る
く
楽
し
い

福
祉
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
を
り
ま
す
。

今
年
の
市
の
目
標
額
は
九
五
七

、
五
○
○
円
と
な
つ
て
を
り
ま

す
。
何
分
共
同
募
金
運
動
に
御

協
力
下
さ
い
。

う
に
選
挙
の
当
日
選
挙
権
を
も

た
な
い
者

は
、
投

票
す

る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
は
。
あ
ら
か
じ
め
市
町

村
の
選
挙
管

理
委
員
会

か
ら
交

付

さ
れ
た
投
票
所
入
場
券
を
携

行
し
て
、
選
挙
人
自
ら
投
票
所

へ
行
つ
て
行
う
の
が
普
通
の
方

法
で
す
。
投
票
所
で
は
、
そ
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
否
か
を
調

べ
る
た

め
、
ま

ず
名
簿
対
照
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
対
照
が
終
つ
て
か
ら
。
投

票
用
紙
の
交
付
を
受
け
投
票
記

載
所
で
そ
の
選
挙
の
候
補
者
一

人

の
氏
名
を
投
票
用
紙

に
記

載

し
、
こ
れ
を
投
票
箱
に
投
入
し

て
投
票
を
終
り
ま
す
。
投
票
用

紙

に
選
挙
人

が
自
分
の
氏
名
を

記
載
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
投

票
の

方
法
を
自
書
主
義
、
単
記
投
票

主
義
、
秘
密
投
票
主
義
と

い

い

ま
す
。
な

お
盲
人

は
点
字

に
よ

つ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。

中
旬
か
ら
秋
型
の
天
気

十
月

の
長
期
予

報

十
月
は
移
動
性
高
気
圧
と
低

気
圧
が
週
期
的
に
現
わ
れ
る
見

込
で
、
天
気
も
週
期
的
に
変
り

ま
す

が
、
上
旬
半
頃
か
ら
中
旬

始
め
に
か
け
て
稍
々
大
き
く
く

ず
れ
中
旬
半
頃
か
ら
前
首
線
帯

が
南
下
し
て
稍
々
安
定
し
た
秋

型
の
天
気
と
な
る
見
込
で
す
。

気
温
は
月
平
均
と
し
て
は
並
で

す
が
前
半
は
稍
々
高
く
後
半
は

低
く
な
り
ま
せ
う
。
特
に
下
旬

は
低
い
日
も
あ
っ
て
所
に
よ
つ

て
は
初
霜
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

雨
量
は
月
平
均
と
し
て
は
平

年
並
で
す

が
前
半
に
多
く
後
半

は
稍
々
少
う
、
月
末
は
再
び
多

く
な

り
ま
し
よ
う
。

台
風
は
上
旬
始
め
と
旬
末
下
旬

始

め
頃
南
方
海
上
に
現

わ
れ
る

見
込
で
す
が
本
邦
に
接
近
す

る

か
、
ど
う
か
は
判
り
ま
せ
ん
。

宮
崎
測
候
所
今
角
予
報
課
長

速
達
郵
便
は
地
域
に
よ
り
こ
の
表
よ
り
一
日
早
く
着
く
所
も
あ
り
ま
す
。

◎
宮
崎
局
か
ら
全
国
主
要
都
市
あ
て

普
通
郵
便
物
の
所
要
日
数
一
覧
表

鹿
児
島

熊
　

本

大
　
分

福
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

山
　

口

広
　
島

岡
　

山

あ
て

先

一二二二二二二二二
日
数

松
　

江

鳥
　
取

神
　
戸

大
　

阪

京
　

都

奈
　

良

大
　
津

和
歌
山

岐
　
阜

あ
て
先

二二二二二二二二二
日
数

高
　
知

徳
　

島

高
　
松

松
　

山

津福
　

井

金
　
沢

富
　

山

名
古
屋

あ

て
先

三三三三三三三三三
日
数

静
　

岡

長
　

野

甲
　

府

横
　

浜

東
　
京

千
　

葉

浦
　
和

前
　

橋

水
　

戸

あ
て
先

三三三三三三三三三
日
数

宇
都
宮

福
　

島

仙
　

台

新
　

潟

山
　
形

盛
　

岡

秋
　
田

青
　
森

札
　

幌

あ
て
先

三

三三三四四四四四
日
数

普通小包郵便物の料金と制限

区分

字数

市　外　通　報
市　内　電　 報
翌 日 配達 電 報

普通
至　急 照　合

至急　　　普通
照合 至 急

10字

15〃

20〃

25〃

30〃

35〃

40〃

45〃

50〃

6

0 70

8

0 90

100

110 12

0 130

140

120

140

160

180

200

220

240

260

280

90

105

120

135

150

165

180

195

210

150

176

200

225

260

275

300

325

350

30

37

44

51

58

65

72

76

86

6

0 74

88

102

116

13

0144

158

172

電話による託送料一通につき５

円

電 報 料 金 早 見 表
重量
あて地 ２瓩まで

４瓩まで　６瓩まで

第一地帯　市内
その他
第二地帯

30 円
55 円

70 円

45 円

75 円

95 円

60 円

95 円

120 円

第　三　地　帯 90 円 120 円 150 円

第一地帯は500粁まで、第二地帯は1,000粁まで
第三地帯は1,000粁以上となつてゐる。

○重量は６瓩までです。

○重量4瓩までのものでも長さ、巾、厚さの合計が1米を

こえるものは重量６瓩までの料金となります。

○容積は(1)長さ１米10糎まで(2)長さ、巾、及び厚さの合

計が2米 までとなつてゐます。

○小包の中に手紙を入れてはいけません。

◎包装は完全、堅固に
たすけあい

す

け
あ

い
共
同
募
金
運
動

」

が

約
一
ヵ
月
間
に
わ
た
つ
て
行
わ
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